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夏休みの朝のお御堂はにぎやか、近くの公

園でラジオ体操を終えた小学生が息せき切っ

てお寺に駆け込んできます。何十年と続いて

いる「夏休みお経の練習」に集まってくるの

です。お経は「正信偈」です、子どもにとっ

ては長いので三つに区切ってお勤めします。

その後高学年がリーダーとなって「ちかい」

を唱和、「一、仏の子はすなおにみ教えをき

きます 一、仏の子はかならず約束をまもり

ます 一、仏の子はいつも本当のことをいい

ます 一、仏の子はにこにこ仕事をいたしま

す 一、仏の子はやさしい心を忘れません」

お御堂に響く子どもたちの声に、仏さまもに

っこりとほほえんでみえるようです。

ところが、時々「・・・約束をまもり＜ま



せん＞・・・いつも本当のことをいい＜ませ

ん＞」という高学年の声が混じります。最初

はふざけていっているのかと苦々しく思った

ものでしたが、この頃考えを改めました。そ

うかこの子達は高学年になるにつけ、約束を

まもらなかった・・・いつも本当のことをい

っていなかった自分自身に気づいているから

こそ、そう言わざるをえないのだと。

真夏の日差しが強くなればなるほど映し出

される自分の影は黒く濃くなります。そのこ

とを親鸞聖人は正信偈に「極重悪人唯称仏

我亦在彼摂取中」と讃えてくださっています。


